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【平成３０年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中

止が適当である 

（意見等） 

本研究は、脈動オーロラの発生メカニズムを、ERG（あらせ）衛星の観測、地上からの高速撮像、ロ

ケット観測、シミュレーションの４つの手段を駆使して行う研究である。 
あらせ衛星は順調に優れたデータを出しており、その成果はすでに国際的に著名な学術雑誌にも掲

載されている。高速カメラの地上観測網も計画通り設置された。 
一方、ロケット観測はオーロラ発光高度で降下電子を直接観測する計画であるが、NASA のロケッ

ト実験公募の採択が、１年遅れて平成３０年度冬季となった。実験の確実な成功と迅速な成果発表が求

められる。シミュレーション研究も、あらせ衛星や地上観測網の結果を取り入れたものはこれからであ

り、更なる検討を期待する。 
 


